洒落本に見られる唐話語彙の一考察　ー『繁千話』を中心に－ by 張, 海燕
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洒
落
本
に
見
ら
れ
る
唐
話
語
彙
の
一
考
察 
―
『
繁
千
話
』
を
中
心
に
― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
張 
海
燕 
 
凡
例 一
、
引
用
し
た
例
文
に
は
適
宜
句
読
点
を
施
す
。 
二
、
引
用
し
た
例
文
の
ル
ビ
は
原
文
の
ま
ま
と
す
る
。
た
だ
し
、
左
右
ル
ビ
の
あ
る
場
合
は
左
側
ル
ビ
を
「
←
（
）」
で
表
わ
す
。 
三
、
漢
字
は
原
表
記
の
ま
ま
に
引
用
す
る
が
、
新
字
体
に
改
め
た
場
合
も
あ
る
。 
四
、
各
辞
書
の
引
用
は
必
要
に
応
じ
て
、
用
例
・
解
釈
を
省
略
し
た
場
合
が
あ
る
。 
 
は
じ
め
に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
繁
千
話
』
は
洒
落
本
の
代
表
的
な
作
者
と
い
わ
れ
る
山
東
京
伝
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。
寛
政
二
年
（
１
７
９
０
）
に
書
か
れ
た
『
繁
千
話
』
に
は
和
文
、
と
く
に
会
話
文
の
な
か
に
唐
話
語
彙
が
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
本
論
で
は
辞
書
類
を
使
っ
て
、『
繁
千
話
』
に
お
け
る
唐
話
語
彙
を
分
類
し
、
そ
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。 
 
一
、
近
世
以
前
に
使
用
さ
れ
、
明
清
以
前
の
漢
籍
類
に
用
例
が
あ
る
唐
話
語
彙 
近
世
以
前
に
使
用
さ
れ
、
明
清
以
前
の
漢
籍
類
に
用
例
が
あ
る
唐
話
語
彙
は 
 
 
１
５
例
あ
る
。 
 
〈
１
〉
燭
台 
例
文 
程
な
く
廻まわ
し
方かた
、
片
手
に
燭
台
を
持まち
、
片
手
に
盃
台
、
小
指
に
銚
子
て
う
し
を
ひ
つ
か
け
一
度
に
持
来
る
。 
 
『
唐
話
纂
要
』( 
1)  
燭チヨ
台ダイ 
シ
ヨ
ク
ダ
イ 
 
『
漢
語
大
詞
典
』( 
2)
【
燭
臺
】
１
．
插
蜡
烛
的
器
具
。
宋 
无
名
氏
《
道
山
清
话
》 
「
温
公
在
永
興
，
一
日
行
國
忌
香
，
幕
次
中
客
將
有
事
欲
白
公
，
誤
觸
燭
臺
，
倒
在
公
身
上
，
公
不
動
，
亦
不
問
。」
２
、
指
烛
台
上
的
蜡
烛
。（
燭
台
に
立
っ
て
い
る
蝋
燭
）《
花
月
痕
》
第
十
二
回
「
剔
起
燈
亮
，
點
着
燭
臺
。」 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』( 
3)  
し
ょ
く
‐
だ
い
【
燭
台
】〔
名
〕
室
内
照
明
器
具
の
一
つ
で
、
蝋
燭
（
ろ
う
そ
く
）
を
立
て
て
火
を
と
も
す
台
。
仏
具
と
し
て
は
、
三
具
足
の
一
つ
。
多
く
は
持
ち
運
び
が
で
き
る
が
、
固
着
し
た
も
の
も
あ
る
。
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蝋
燭
立
て
。
蝋
燭
台
。
燭
架
。
そ
く
だ
い
。
＊
文
明
本
節
用
集
〔
室
町
中
〕「
燭
䑓 
シ
ョ
ク
ダ
イ 
花
瓶
燭
台
」 
 
例
文
に
用
い
ら
れ
た
「
燭
台
」
は
日
本
で
は
近
世
以
前
に
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
清
の
俗
語
作
品
に
は
「
燭
台
」
が
「
燭
台
に
立
っ
て
い
る
蝋
燭
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
た
例
が
見
ら
れ
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
見
ら
れ
な
い
。 
 
〈
２
〉
足
下
そ
つ
か
←
（
ヲ
マ
ヘ)
 
例
文
〔
１
〕
馬
骨
子
ば
こ
つ
し
足
下
そ
つ
か
←
（
ヲ
マ
ヘ)
の
得
采
と
く
へ
ん
←
（
シ
ヤ
ハ
セ)
は
如
何
い
か
ん
。 
〔
２
〕
犬
時
に
足
下
そ
つ
か
の
今
ン
夜
の
世
界
せ
け
へ
は 
 
〔
３
〕
犬
お
そ
ろ
し
い
お
そ
ろ
し
い
。
足
下
の
宰さい
我
子
が
し
貢こう
で
は
た
ま
ら 
 
 
 
 
ね
へ
の
さ 
 
『
華
語
詳
譯
』( 
4)  
足
下 
解
釈
な
し
。 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
足
下
】
１
．
古
代
下
称
上
或
同
辈
相
称
的
敬
词
。（
古
代
目
上
に
対
し
て
、
或
い
は
同
級
の
間
に
た
い
す
る
敬
称
）《
韩
非
子·
难
三
》「
今
足
下
雖
强
，
未
若
知
氏
」
知
言
。
２
．
脚
底
下
。《
玉
台
新
咏
・
古
诗
〈
为
焦
仲
卿
妻
作
〉》「
足
下
躡
絲
履
，
頭
上
玳
瑁
光
。」
３
．
指
脚
底
板
上
。《
汉
书
・
宣
帝
纪
》「（
宣
帝
）
身
足
下
有
毛
，
卧
居
數
有
光
燿
。」
４
．
足
所
立
之
处
。《
老
子
》「
合
抱
之
木
，
生
於
毫
末
；
九
層
之
臺
，
起
於
累
土
；
千
里
之
行
，
始
於
足
下
。」
５
．
喻
指
身
边
。《
宋
书
・
夷
蛮
传
・
诃
罗
陀
国
》「
所
遣
二
人
，
一
名
毗
紉 
，
一
名 
婆
田 
，
令
到
天
子
足
下
。」 
『
大
漢
和
辞
典
』( 
5)
【
足
下
】
ソ
ク
カ 
○一
あ
し
の
し
た
。
例
『
漢
語
大
詞
典
』
「
２
．」
同
○二
あ
し
も
と
。〔
老
子
、
六
十
四
〕
千
里
之
行
，
始
於
足
下
。
○三
同
輩
に
対
す
る
敬
語
。
古
く
は
人
主
に
対
し
て
も
用
ひ
た
。
其
許
。
曰
知
。
録
巻
二
十
四
に
見
ゆ
。〔
史
記
、
秦
始
皇
記
〕
誅
殺
無
道
、
天
下
共
畔
足
下
。 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
あ
し
‐
し
た
【
足
下
】〔
名
〕「
あ
し
も
と
（
足
元
）」
に
同
じ
。
＊
翁
問
答
〔
１
６
５
０
〕
下
・
末
「
し
か
れ
共
、
あ
し
下
（
シ
タ
）
の
道
、
真
に
し
て
の
ぼ
り
や
す
き
と
、
妄
に
し
て
の
ぼ
り
が
た
き
と
は
各
別
（
か
く
べ
つ
）
な
り
」 
 
例
文
で
は
「
足
下
」
は
相
手
に
対
す
る
敬
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
『
大
漢
和
辞
典
』
と
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
そ
の
よ
う
な
解
釈
が
見
ら
れ
な
い
。 
 
〈
３
〉
灯
籠
と
う
ろ
う 
例
文 
あ
の
灯とう
籠ろう
は
住
吉
だ
が
、
錆さび
が
つ
く
と
よ
く
な
る
。 
 
 
『
華
語
詳
譯
』
燈
籠 
解
釈
な
し
。 
『
忠
義
水
滸
傳
鈔
譯
』( 
6)  
ア
ン
ド
ウ
ナ
リ
籠
紗
ヲ
張
ル
也 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
燈
籠
】
一
种
笼
状
灯
具
。
其
外
层
多
以
细
篾
或
铁
丝
等
制
骨
架
，
而
蒙
以
纸
或
纱
类
等
透
明
物
，
内
燃
灯
烛
。
供
照
明
、
装
饰
或
玩
赏
。《
宋
书
・
武
帝
纪
下
》「
牀
頭
有
土
鄣
、
壁
上
挂
葛
燈
籠
。」 
『
大
漢
和
辞
典
』【
燈
籠
】
ト
ウ
ロ
ウ 
木
ま
た
竹
・
金
な
ど
の
枠
に
布
若
し
く
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は
紙
を
張
り
中
に
と
も
し
び
を
点
ず
る
も
の
。
軒
先
に
吊
し
、
又
、
路
傍
に
立
て
る
。
例
『
漢
語
大
詞
典
』
同 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
と
う
‐
ろ
う
【
灯
籠
・
灯
楼
】〔
名
〕（
１
）
油
、
ろ
う
そ
く
な
ど
の
灯
明
を
ほ
や
、
か
ご
な
ど
で
保
護
す
る
具
。
主
と
し
て
屋
外
で
、
手
に
提
げ
た
り
軒
先
に
つ
る
し
た
り
、
ま
た
脚
を
そ
な
え
て
庭
先
、
道
ば
た
、
社
殿
や
仏
堂
の
前
な
ど
に
立
て
る
。
材
料
や
形
状
な
ど
で
、
石
灯
籠
、
春
日
灯
籠
な
ど
色
々
の
名
が
あ
る
。
と
う
ろ
。≪
季
・
秋≫
＊
延
喜
式
〔
９
２
７
〕
三
六
・
主
殿
寮
「
新
甞
会
供
奉
料
〈
中
宮
准
此
〉〈
略
〉
灯
楼
六
具 
各
加
案
」（
２
）
江
戸
新
吉
原
の
年
中
行
事
の
一
つ
。
ま
た
、
そ
の
と
き
飾
ら
れ
る
玉
菊
灯
籠
。
六
月
三
〇
日
の
夜
か
ら
七
月
い
っ
ぱ
い
、
仲
の
町
の
茶
屋
ご
と
に
美
し
く
軒
に
つ
る
し
た
。
享
保
一
一
年
（
一
七
二
六
）
三
月
に
夭
折
し
た
名
妓
、
玉
菊
の
追
善
に
始
ま
る
と
い
う
。
＊
談
義
本
・
根
無
草
〔
１
７
６
３
～
６
９
〕
前
・
二
「
中
に
も
色
里
に
て
は
、
い
ち
を
夜
み
せ
と
時
も
知
れ
ね
ば
、
物
日
な
ど
と
い
ふ
事
も
な
く
、
花
の
時
や
ら
燈
籠
（
ト
ウ
ロ
ウ
）
や
ら
」 
 
例
文
に
用
い
ら
れ
た
「
灯
籠
」
は
近
世
以
前
の
文
献
に
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
近
世
期
の
吉
原
の
行
事
用
語
と
い
う
解
釈
が
見
ら
れ
る
。
漢
籍
類
辞
書
に
こ
の
よ
う
な
記
述
は
さ
れ
て
い
な
い
。 
 
〈
４
〉
洞
房
ど
う
ぼ
う 
例
文 
此
こ
こ
に
繁
千
話
し
げ
し
げ
ち
わ
と
題だい
す
る
も
の
は
、
洞
房
ど
う
ぼ
う
の
妓き
談だん
に
し
て
、
オ
ス
、
ザ
ン
ス
の
方
言
ほ
う
げ
ん
な
り
。 
 
 
『
徒
杠
字
彙
』( 
7)  
洞
房
春
意 
醒
世
恒
言 
マ
ク
ラ
双
紙 
 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
洞
房
】
１
．
幽
深
的
内
室
。
多
指
卧
室
、
闺
房
。《
楚
辞
・
招
魂
》「
姱
容
修
態
，
絚
洞
房
些
。」
２
．
特
指
新
婚
夫
妇
的
卧
室
。
唐 
朱
庆
馀 
《
近
试
上
张
籍
水
部
》
诗
「
洞
房
昨
夜
停
紅
燭
，
待
曉
堂
前
拜
舅
姑
。」《
古
今
小
说
・
金
玉
奴
棒
打
薄
情
郎
》「
雙
雙
拜
了
天
地
，
又
拜
了
丈
人
、
丈
母
，
然
後
交
拜
禮
畢
，
送
歸
洞
房
做
花
燭
筵
席
。」
３
．
借
指
完
婚
。《
玉
娇
梨
》
第
十
七
回
「
雖
别
有
人
家
肯
與
我
，
却
又
不
中
我
意
，
自
分
今
生
斷
無
洞
房
之
日
。
４
．
连
接
相
通
的
房
间
。
晋 
陆
云
《
登
台
赋
》「
蒙
紫
庭
之
芳
塵
兮
，
駭
洞
房
之
迴
飈
。」
５
．
窑
洞
。
６
．
道
教
养
生
之
道
中
所
指
的
人
体
的
一
个
穴
位
。 
『
大
漢
和
辞
典
』【
洞
房
】
ド
ウ
バ
ウ
㊀
奥
深
い
室
。〔
史
記
、
司
馬
相
如
傳
〕
厳
洞
房
、
俛
杳
眇
而
無
見
。
㊁
婦
人
の
部
屋
。
ね
や
。
閨
房
。
新
婚
の
室
。
例
『
漢
語
大
詞
典
』「
１
．」
同 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
ど
う
‐
ぼ
う
［
：
バ
ウ
］【
洞
房
】〔
名
〕
①
奥
深
い
部
屋
。
寝
室
。
閨
房
。
ま
た
、
世
俗
を
離
れ
た
部
屋
。
寺
院
な
ど
の
一
室
。
＊
本
朝
文
粋
〔
１
０
６
０
頃
〕
一
一
・
紫
藤
花
落
鳥
関
関
詩
序
〈
源
順
〉「
大
師
尋
仙
遊
一
而
占
二
洞
房
一
、
写
二
仏
智
一
以
利
二
沙
界
一
」
②
特
に
、
遊
女
の
ね
や
。
女
郎
屋
。
妓
楼
。
＊
評
判
記
・
嶋
原
集
〔
１
６
５
５
〕
序
「
其
所
聚
居
。
在
異
国
則
曰
女
肆
。
曰
洞
房
（
ド
ウ
ボ
ウ
）。
在
我
朝
則
曰
傾
城
町
」 
 
例
文
に
あ
る
「
洞
房
」
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
「
女
郎
屋
」
と
い
う
解
釈
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
清
以
前
の
漢
籍
類
に
す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
洞
房
」
は
「
女
郎
屋
・
妓
楼
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
な
い
。 
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〈
５
〉
保
養
ほ
や
う 
例
文 
あ
ま
り
退
屈
な
れ
ば
、
保
養
ほ
や
う
の
た
め
空そら
小
便
を
た
れ
て
来
て
も
ま
だ
来
ら
ね
ば
、 
 
『
唐
話
類
纂
』( 
8)  
将
息 
ヤ
ウ
シ
ャ
ウ 
 
保
養 
同 
 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
保
養
】
１
．
保
护
养
育
；
保
护
培
育
。《
汉
书
・
丙
吉
传
》
「
吉
擇
謹
厚
女
徒
，
令
保
養
曾
孫
，
置
閒
燥
處
。」
２
．
保
护
调
养
。《
红
楼
梦
》
第
五
五
回
「
誰
知
鳳
姐
禀
賦
氣
血
不
足
，
兼
年
幼
不
知
保
養
，
平
生
争
强
鬪
智
，
心
力
更
虧
，
故
雖
系
小
月
，
竟
着
實
虧
虚
下
來
。」 
『
大
漢
和
辞
典
』【
保
養
】
ホ
ヤ
ウ 
身
体
を
健
か
に
た
も
ち
養
ふ
。
又
、
其
の
こ
と
。
養
生
。〔
漢
書
、
食
貨
志
下
〕
皆
保
養
軍
馬
。 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
ほ
‐
よ
う
［
：
ヤ
ウ
］【
保
養
・
輔
養
・
補
養
】〔
名
〕
（
１
）
か
ら
だ
を
休
め
て
健
康
の
回
復
を
は
か
る
こ
と
。
養
生
す
る
こ
と
。
転
じ
て
、
病
気
の
治
療
を
す
る
こ
と
に
も
い
う
。
＊
伊
呂
波
字
類
抄
〔
鎌
倉
〕「
保
養
」（
２
）
美
し
い
も
の
を
見
る
な
ど
し
て
心
を
な
ぐ
さ
め
楽
し
む
こ
と
。
＊
島
崎
金
次
郎
宛
大
田
南
畝
書
簡
‐
文
化
元
年
〔
１
８
０
４
〕
一
一
月
二
二
日
「
夫
故
病
中
も
写
物
等
い
た
し
補
養
い
た
し
候
」 
 
例
文
で
は
「
保
養
」
は
「
気
晴
し
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
漢
籍
類
辞
書
で
は
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
さ
れ
て
い
な
い
。 
 
〈
６
〉
大
夫
た
い
ふ
・（
だ
ゆ
う
） 
例
文
〔
１
〕
馬
け
ふ
は
全
体
ぜ
ん
て
へ
柳
橋
や
な
ぎ
ば
し
の
大
夫
た
い
ふ
が
所
の
稽
古
け
い
こ
会
ぐ
わ
い
だ
か
ら
、
ち
つ
と
ば
か
し
聞
イ
て
夫それ
か
ら
早
く
来
る
つ
も
り
で
有あつ
た
が
、 
〔
２
〕
お
め
へ
義 ぎ
大
夫
だ
ゆ
う
は
ど
ふ
だ
。
好すき
な
ら
住すみ
大
夫
で
も
此この
村
屋
む
ら
や
で
も
連つれ
て
き
よ
う 
 
 
『
胡
言
漢
語
』( 
9)  
大
夫 
承
制 
京
師
人
呼
大
夫
為
大
斧
承
制
為
承
池
有
戯
者
云
大
夫
何
甞
斧
承
制
豈
當
池 
路
史 
 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
大
夫
】
１
．
古
职
官
名
。
周 
代
在
国
君
之
下
有
卿
、
大
夫
、
士
三
等
；
各
等
中
又
分
上
、
中
、
下
三
级
。
后
因
以
大
夫
为
任
官
职
者
之
称
。
秦
汉
以
后
，
中
央
要
职
有
御
史
大
夫
，
备
顾
问
者
有
谏
大
夫
、
中
大
夫
、
光
禄
大
夫
等
。
唐
宋
尚
存
御
史
大
夫
及
谏
议
大
夫
，
明
清
全
废
。
２
．
爵
位
名
。
如
秦
汉
分
爵
位
为
公
士
、
上
造
等
二
十
级
，
其
中
大
夫
居
第
五
级
，
官
大
夫
为
第
六
级
，
公
大
夫
为
第
七
级
，
五
大
夫
为
第
九
级
。
见
《
汉
书
・
百
官
公
卿
表
上
》。 
隋
、
唐
、
明
清
的
光
禄
大
夫
、
荣
禄
大
夫
原
为
文
职
散
官
的
称
谓
，
专
为
封
赠
时
用
。 
【
大
夫
２
】
１
．
宋
医
官
别
设
官
阶
，
有
大
夫
、
郎
、
医
效
、
祗
候
等
。
见
宋
洪
迈
《
容
斋
三
笔
・
医
职
冗
滥
》。
后
称
医
生
为
大
夫
。
２
．
对
于
手
工
艺
人
的
敬
称
。《
京
本
通
俗
小
说
・
碾
玉
观
音
》「
啟
請
婆
婆
，
過
對
門
裱
褙
舖
裏
，
請
璩
大
夫
來
説
話
。」 
『
大
漢
和
辞
典
』【
大
夫
】
タ
イ
フ
○ハ
○ホ
芸
人
又
は
娼
妓
等
の
名
の
下
に
添
へ
て
呼
ぶ
こ
と
ば
。 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
た
い
‐
ふ
【
大
夫
】〔
名
〕〔
一
〕
中
国
で
の
官
位
の
呼
称
。（
１
）
周
代
の
職
名
。
卿
（
け
い
）
の
下
、
士
の
上
に
位
す
る
執
政
官
で
、
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上
大
夫
、
中
大
夫
、
下
大
夫
の
三
等
に
分
か
れ
る
。
秦
、
漢
以
後
も
御
史
大
夫
、
光
祿
大
夫
な
ど
の
官
名
が
あ
る
が
、
周
代
の
制
と
は
異
な
る
。
＊
太
平
記
〔
１
４
Ｃ
後
〕
三
七
・
畠
山
入
道
道
誓
謀
叛
事
「
時
の
王
侯
貴
人
公
卿
大
夫
媒
妁
を
求
め
、
婚
礼
を
厚
く
し
て
、
夫
婦
た
ら
ん
こ
と
を
望
し
か
共
」（
２
）
秦
・
漢
代
の
爵
位
の
名
。
＊
菅
家
文
草
〔
９
０
０
頃
〕
二
・
小
松
「
将
効
貞
心
遠
、
大
夫
此
地
停
」（
３
）
官
位
の
あ
る
者
を
い
う
。
＊
東
方
朔
‐
答
客
難
「
今
子
大
夫
修
先
王
之
術
、
慕
聖
人
之
義
」〔
三
〕
日
本
で
の
地
位
の
呼
称
。（
２
）
令
制
で
、
一
位
か
ら
五
位
ま
で
の
人
の
尊
称
。
ま
た
、
一
位
か
ら
五
位
ま
で
の
総
称
。
＊
令
義
解
〔
７
１
８
〕
公
式
・
授
位
任
官
条
「
司
及
中
国
以
下
。
五
位
称
大
夫
。
〈
謂
。
一
位
以
下
。
通
用
此
称
〉」（
４
）
五
位
の
通
称
。
ま
た
、
尊
称
。
例
え
ば
無
官
大
夫
は
五
位
で
あ
っ
て
現
職
の
な
い
者
、民
部
大
夫
は
民
部
省
の
丞（
じ
ょ
う
）
で
五
位
の
者
。
＊
蜻
蛉
〔
９
７
４
頃
〕
中
・
天
禄
二
年
「
大
夫 
よ
べ
の
い
と
お
ぼ
つ
か
な
き
を
、
御
門
の
へ
む
に
て
、
御
け
し
き
も
き
か
む
と
て
、
物
す
れ
ば
」 
（
６
）
神
主
（
か
ん
ぬ
し
）、
禰
宜
（
ね
ぎ
）
な
ど
、
神
職
の
呼
称
。
→
た
ゆ
う
。
＊
宇
津
保
〔
９
７
０
～
９
９
９
頃
〕
楼
上
下
「
四
月
祭
の
日
、
葵
か
づ
ら
い
と
い
つ
く
し
う
、
う
る
は
し
き
さ
ま
に
て
ね
ぎ
の
た
い
ふ
、
か
ん
の
殿
の
御
か
た
に
も
て
参
り
た
り
」 
【
語
誌
】
日
本
に
お
け
る
「
大
夫
」
に
は
官
職
を
意
味
す
る
場
合
と
、
位
階
を
さ
す
場
合
が
あ
る
。
前
者
は
職
の
長
官
の
場
合
で
「
だ
い
ぶ
」
と
読
み
な
ら
わ
し
て
い
る
。（「
だ
い
ぶ
」
は
別
項
。
…
（
省
略
）
五
位
は
貴
族
の
最
下
級
で
あ
っ
た
が
、
門
地
の
な
い
地
方
の
武
士
な
ど
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
に
叙
爵
し
、
大
夫
を
称
す
る
こ
と
が
栄
光
を
意
味
し
た
。
遊
芸
人
、
神
職
、
遊
女
の
主
な
る
者
が
大
夫
を
称
す
る
の
も
こ
れ
に
類
し
た
事
情
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
位
階
の
場
合
の
仮
名
表
記
は
「
た
い
ふ
」
で
、
現
代
の
発
音
で
は
「
た
ゆ
う
」
と
な
る
。 
 
例
文
で
は
「
大
夫
」
は
「
芸
人
又
は
娼
妓
等
の
名
の
下
に
添
へ
て
呼
ぶ
こ
と
ば
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
近
世
期
の
文
献
か
ら
の
使
用
例
も
見
ら
れ
る
が
、『
漢
語
大
詞
典
』
と
唐
話
辞
書
類
集
の
『
胡
言
漢
語
』(
で
は
そ
の
よ
う
な
解
釈
が
さ
れ
て
い
な
い
。 
 
〈
７
〉
風
俗 
例
文 
諸
事
し
ょ
じ
御
坊
主
お
ぼ
う
ず
と
見
せ
る
風
俗 
 
 
『
唐
音
和
解
』( 
10)  
風
俗 
フ
ウ
ゾ
ク 
『
漢
語
大
詞
典
』【
風
俗
】
１
．
相
沿
积
久
而
成
的
风
气
、
习
俗
。《
诗
序
》「
先
王
以
是
經
夫
婦
，
成
孝
敬
，
厚
人
倫
，
美
教
化
，
移
風
俗
。」
宋 
司
马
光
《
效
赵
学
士
体
成
口
号
献
开
府
太
师
》
之
四
「
洛
陽
風
俗
重
繁
華
，
荷
擔
樵
夫
亦
戴
花
。」 
『
大
漢
和
辞
典
』【
風
俗
】
フ
ウ
ゾ
ク
㊂
み
な
り
。
服
装
。〔
婦
女
今
川
、
一
〕
大
家
の
御
姫
様
に
し
て
も
卑
し
か
ら
ぬ
風
俗
。 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
ふ
う
‐
ぞ
く
【
風
俗
】〔
名
〕（
１
）
生
活
上
の
な
ら
わ
し
。
し
き
た
り
。
風
習
。
＊
令
義
解
〔
７
１
８
〕
職
員
・
弾
正
台
条
「
尹
一
人
。
〈
掌
粛
清
風
俗
。
弾
奏
内
外
非
違
事
〉」（
２
）
み
な
り
。
よ
そ
お
い
。
装
っ
た
す
が
た
。
風
采
（
ふ
う
さ
い
）。
＊
仮
名
草
子
・
都
風
俗
鑑
〔
１
６
８
１
〕
二
「
物
を
縫
女
奉
公
人
を
、
お
ゐ
ま
と
い
へ
り
。
さ
て
は
こ
し
も
と
な
ど
と
わ
か
れ
た
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れ
ど
も
風
俗
一
躰
な
り
」 
 
 
例
文
の
「
風
俗
」
は
「
み
な
り
、
服
装
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
た
。『
繁
千
話
』
以
外
の
近
世
期
の
文
献
に
も
同
じ
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
漢
籍
類
で
は
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
見
ら
れ
な
い
。 
 
〈
８
〉
一
個
い
つ
こ 
例
文 
犬
此
子
た
ち
も
、
を
つ
つ
け
一
個
い
つ
こ
の
名
妓
め
い
ぎ
に
な
る
だ
ら
う
。 
 
『
俗
語
解
』（
静
嘉
堂
本
）( 
11)
一
個 
ヒ
ト
ツ 
ヒ
ト
リ 
 
『
譯
通
類
畧
』( 
12)  
同 
道
具
二
モ 
人
二
モ 
 
『
大
漢
和
辞
典
』【
一
箇
】
イ
ツ
カ 
イ
ツ
コ 
ひ
と
つ
。
一
个
。
一
個
。
又
、
同
じ
。
同
一
。〔
南
史
、
斎
廃
帝
鬱
林
王
紀
〕
毎
レ
見
レ
銭
曰
、
我
昔
思
レ
汝
、
一
箇
不
レ
得
。 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
い
っ
ー
こ
【
一
個
・
一
箇
・
一
ケ
】〔
名
〕（
１
）
物
一
つ
。
ま
た
は
、
人
ひ
と
り
。
＊
懐
風
藻
〔
７
５
１
〕
在
常
陸
贈
倭
判
官
留
在
京
〈
藤
原
宇
合
〉「
懸
ニ
我
一
箇
之
榻
一
、
於
レ
是
九
秋
」 
 
例
文
に
用
い
ら
れ
た
「
一
個
」
は
漢
籍
類
辞
書
と
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
同
じ
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。 
 
〈
９
〉
艸
履
ぞ
う
り 
例
文 
ハ
ハ
ア
か
け
て
来
た
姿
の
見
ゆ
る
上 うは
艸
履
ぞ
う
り 
 
『
華
語
詳
譯
』
草
履 
解
釈
な
し
。 
 
『
漢
語
大
詞
典
』
該
当
な
し
。 
 
『
大
漢
和
辞
典
』
わ
ら
ぐ
つ
。
草
履
。〔
左
氏
、
僖
、
四
、
共
二
其
資
糧
屝
履
一
、
注
〕
屝
、
草
履
也
。〔
疏
〕
云
二
草
履
一
者
、
履
・
屨
通
言
耳
、
相
レ
形
以
曉
レ
人
也
、
定
本
為
二
草
屨
一
。 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
ぞ
う
ー
り[
ザ
ウ
：]
草
履
〔
名
〕（
１
）
は
き
も
の
の
一
種
。
藁
（
わ
ら
）・
藺
（
い
）・
竹
皮
な
ど
で
足
に
当
た
る
部
分
を
編
み
、
鼻
緒
を
す
げ
た
も
の
。
＊
西
大
寺
資
材
流
記
帳
‐
宝
亀
一
一
年
〔
７
８
０
〕「
草
履
十
六
両
」 
  
例
文
に
用
い
ら
れ
た
「
艸
履
」
は
「
一
個
」
と
同
様
、
漢
籍
類
辞
書
と
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
同
じ
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
草
履
」
は
『
漢
語
大
詞
典
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。 
 
〈
10
〉
理
論
り
ろ
ん
←
（
イ
ヒ
ア
ヒ
） 
例
文 
犬
ぜ
ん
て
へ
此この
ぢ
う
の
ば
ん
晩
あ
い
つ
と
理
論
り
ろ
ん
←（
イ
ヒ
ア
ヒ
）
し
た
時
、
跳
槽
て
う
そ
う
←
（
キ
レ
ル
）
の
き
も
を
こ
つ
た
が 
 
 
『
俗
語
解
』
理
論 
水
滸
傳
云
解
送
官
司 
ス
ト
ア
レ
ハ
公
義
二
テ
云
ワ
ケ
ス
ル
コ
ト 
 
『
水
滸
伝
譯
解
』( 
13)  
理
論
不
下 
ギ
ロ
ン
ガ
ヲ
ヘ
ヌ
ナ
リ 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
理
論
】
１
．
说
理
立
论
；
依
理
评
论
。《
北
史
・
崔
光
韶
传
》
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「
光
韶 
博
學
强
辯
，
尤
好
理
論
，
至
於
人
倫
名
教
，
得
失
之
間
，
榷
而
論
之
，
不
以
一
毫
假
物
。」
２
．
据
理
争
论
；
讲
理
。 
元 
无
名
氏
《
冯
玉
兰
》
第
一
折
「
您
何
須
緊
厮
跟
，
檔
咽
喉
强
劫
人
，
好
教
我
哭
啼
啼
難
理
論
，
待
向
前
還
倒
褪
。」《
醒
世
恒
言
・
一
文
钱
小
隙
造
奇
冤
》「
若
先
嚷
破
了
，
反
被
他
做
了
準
備
。
不
如
竟
到
官
司
，
與
他
理
論
。」 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
り
‐
ろ
ん
【
理
論
】〔
名
〕（
１
）（
―
す
る
）
物
事
の
筋
道
や
道
理
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
論
じ
合
う
こ
と
。
論
争
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
議
論
。
＊
色
葉
字
類
抄
〔
１
１
７
７
〜
８
１
〕「
理
論 
武
芸
部 
リ
ロ
ン
」 
  
例
文
の
「
理
論
」
は
『
漢
語
大
詞
典
』
と
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
同
じ
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。 
 
〈
11
〉
如
何
い
か
ん 
例
文 
馬
骨
子
ば
こ
つ
し
足
下
そ
つ
か
←
（
ヲ
マ
ヘ)
の
得
采
と
く
へ
ん
←
（
シ
ヤ
ハ
セ)
は
如
何
い
か
ん
。 
 
 
『
唐
話
類
纂
』
如
何 
解
釈
な
し
。 
『
漢
語
大
詞
典
』【
如
何
】
１
・
怎
样
。《
书
・
尧
典
》「
帝
曰
：‘
俞
，
予
聞
，
如
何
？
」
２
．
奈
何
。
怎
么
办
。《
诗
・
秦
风
・
晨
风
》「
如
何
如
何
，
忘
我
實
多
。」
３
．
奈
何
。
对
付
，
处
置
。《
易
・
小
过
》「
飛
鳥
以
凶
，
不
可
如
何
也
。」
４
．
奈
何
。
亦
指
对
付
、
处
置
的
办
法
。《
汉
书
・
曹
参
传
》「
相
舍
後
園
近
吏
舍
，
吏
舍
日
飲
歌
呼
。
從
吏
患
之
，
無
如
何
，
乃
請 
參 
遊
後
園
。」
５
．
怎
么
；
为
什
么
。《
左
传
・
僖
公
二
十
二
年
》「
傷
未
及
死
，
如
何
勿
重
？
若
愛
重
傷
，
則
如
勿
傷
。」
６
．
表
反
诘
。
犹
言
那
又
是
什
么
。《
左
传
・
襄
公
二
十
三
年
》「
夫
鼠
晝
伏
夜
動
，
不
穴
於
寢
廟
，
畏
人
故
也
。
今
君
聞
晋
之
亂
而
後
作
焉
。
寧
將
事
之
，
非
鼠
如
何
？
」 
 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
い
か
‐
ん
【
如
何
】〔
副
〕（「
い
か
に
」
の
変
化
し
た
語
）
（
１
）（
多
く
文
末
に
用
い
る
）
事
か
ら
の
内
容
、
状
態
、
原
因
、
理
由
な
ど
を
疑
い
問
う
意
を
表
す
。
ど
の
よ
う
。
ど
う
で
あ
る
か
。
ど
う
か
。
＊
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
永
久
四
年
点
〔
１
１
１
６
〕
一
「
己
に
統
師
を
し
て
、
諮
請
せ
し
む
。
師
の
意
如
何
（
イ
カ
ン
）」（
２
）
事
か
ら
の
内
容
、
状
態
、
原
因
、
理
由
を
不
定
の
ま
ま
に
い
う
意
を
表
す
。
ど
う
こ
う
。
＊
白
氏
文
集
天
永
四
年
点
〔
１
１
１
３
〕
三
「
何
（
イ
カ
ン
）
と
い
ふ
事
無
く
し
て
天
宝
に
大
に
兵
を
徴
（
め
）
す
」 
  
例
文
の
「
如
何
」
は
『
漢
語
大
詞
典
』
と
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
同
じ
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。 
 
〈
12
〉
婦
人
ふ
じ
ん 
例
文 
犬
奇
々
き
き
妙
々
み
や
う
み
や
う
。
と
き
に
婦
人
ふ
じ
ん
。
お
れ
は
寝
て
ゆ
く
ば
か
り
だ
か
ら
長
袖
ち
や
う
し
う
←
（
フ
リ
ソ
デ
）
を
揚あげ
て
も
ら
ひ
て
へ 
 
 
『
両
国
譯
通
』( 
14)  
婦
人 
フ
ウ
ジ
ン 
ヲ
ン
ナ 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
婦
人
】
亦
作
「
媍
人
」。
１
．
古
代
士
之
妻
称
妇
人
。《
礼
记
・
曲
礼
下
》「
天
子
之
妃
曰
后
，
諸
侯
曰
夫
人
，
大
夫
曰
孺
人
，
士
曰
婦
人
，
庶
人
曰
妻
。」
２
．
成
年
女
子
的
通
称
，
多
指
已
婚
者
。《
易
・
恒
》「
婦
人
吉
，
夫
子
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凶
。」《
水
浒
传
》
第
二
七
回
「
早
望
見
一
個
酒
店
，
門
前
窗
檻
邊
坐
着
一
個
婦
人
。」 
 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
ふ
‐
じ
ん
【
婦
人
】〔
名
〕（
１
）
成
人
し
た
女
性
。
お
ん
な
。
＊
律
〔
７
１
８
〕
名
例
・
婦
人
有
官
位
条
「
凡
婦
人
有
官
位
犯
罪
者 
各
依
其
位
従
議
請
減
贖
当
免
之
律
」
＊
既
婚
の
女
性
。
＊
蔭
涼
軒
日
録
‐
長
享
二
年
〔
１
４
８
８
〕
一
一
月
五
日
「
季
材
語
云
、
長
戸
守
護
代
内
藤
肥
後
守
、
著
陳
江
之
鉤
。
其
徒
千
人
許
在
之
。
内
藤
婦
人
我
め
い
也
。
以
故
数
日
先
訪
予
先
蘆
宴
之
。
太
雄
夫
也
。
儀
形
絶
世
、
脅
力
過
人
」 
  
例
文
の
「
婦
人
」
は
『
漢
語
大
詞
典
』
と
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
同
じ
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。 
 
〈
13
〉
小
便 
例
文
〔
１
〕
う
な
り
な
が
ら
小
便
を
し
て
来
て
、
そ
れ
よ
り
犬
悦
は
寝
て
し
ま
ひ
、
茶
屋
の
女
も
暇
乞
い
と
ま
ご
ひ
し
て
皈かへ
る
。 
〔
２
〕
あ
ま
り
退
屈
な
れ
ば
、
保
養
ほ
や
う
の
た
め
空そら
小
便
を
た
れ
て
来
て
も 
 
 
 
ま
だ
来
ら
ね
ば
、 
 
『
胡
言
漢
語
』
小
便 
溲
音
捜 
尿
鳥
去
声 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
小
便
】
１
．
撒
尿
。《
汉
书
・
张
安
世
传
》「
郎
有
醉
小
便
殿
上
。」
２
．
尿
液
。《
後
汉
书
・
方
术
传
下
・
甘
始
》「
或
飲
小
便
，
或
自
倒
懸
。」
３
．
指
男
性
生
殖
器
。
端
木
蕻
良
《
吞
蛇
儿
》「
三
年
前
带
他
乞
讨
的
爸
爸
，
在
月
宫
舞
场
门
口
向
两
个
美
国
水
兵
讨
钱
，被
一
皮
靴
踢
在
小
便
上
，当
时
气
绝
。」 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
し
ょ
う
‐
べ
ん
［
セ
ウ
：
］【
小
便
】〔
名
〕（
１
）（
―
す
る
）
血
液
中
の
老
廃
物
お
よ
び
水
分
が
腎
臓
で
濾
過
（
ろ
か
）
さ
れ
て
、
膀
胱
（
ぼ
う
こ
う
）
か
ら
尿
道
を
通
っ
て
体
外
に
排
出
さ
れ
る
も
の
。
ま
た
、
そ
れ
を
排
出
す
る
こ
と
。
尿
。
小
用
。
小
水
。
し
ょ
ん
べ
ん
。
ゆ
ば
り
。
＊
十
巻
本
和
名
抄
〔
９
３
４
頃
〕
二
「
尿 
説
文
云
尿
〈
奴
弔
反 
由
波
利
〉
小
便
也
」 
（
２
）（
―
す
る
）
売
買
な
ど
の
契
約
後
に
、
売
手
か
買
手
か
が
不
当
に
そ
の
契
約
を
破
る
こ
と
。
中
途
で
違
約
す
る
こ
と
。
ま
た
、
物
事
を
中
途
で
や
め
た
り
、
廃
止
し
た
り
す
る
こ
と
。
破
約
。
し
ょ
ん
べ
ん
。
＊
仮
名
草
子
・
竹
斎
は
な
し
〔
１
６
７
２
頃
〕
下
・
一
一
「
か
ん
よ
き
時
分
に
、
先
た
べ
ま
い
と
い
ふ
て
お
も
て
へ
出
る
。
其
時
男
は
し
り
出
て
、
せ
う
べ
ん
は
さ
せ
ぬ
と
い
ひ
て
、
こ
が
い
な
取
て
ね
ぢ
あ
ぐ
れ
ば
」 
  
例
文
の
「
小
便
」
は
『
漢
語
大
詞
典
』
と
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
同
じ
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。 
 
〈
14
〉
香
炉
か
う
ろ 
例
文 
薄
舞
う
す
ま
い
の
煙
草
く
ゆ
ら
せ
、
獅
子
し
し
の
香
炉
か
う
ろ
見
る
様やう
に
口
と
鼻
か
ら
煙けぶ
を
ふ
い
て
居
る 
 
 
『
華
語
詳
譯
』
香
炉 
解
釈
な
し
。 
『
唐
音
世
語
』( 
15)  
香
爐
ヒ
ヤ
ン
ル 
カ
ウ
ロ 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
香
爐
】
亦
作
「
香
鑪
」。
１
．
焚
香
的
器
具
。
用
陶
瓷
或
金
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属
作
成
种
种
形
式
。
其
用
途
亦
有
多
种
，
或
熏
衣
、
或
陈
设
、
或
敬
神
供
佛
。 
汉 
 
卫
宏
《
汉
旧
仪
》「
給
尚
書
郎
伯
二
人
，
女
侍
史
二
人
，
皆
選
端
正
者
從
直
。
伯
送
至
止
車
門
還
，
女
侍
史
執
香
爐
燒
熏
，
以
入
臺
護
衣
。」 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
こ
う
‐
ろ
［
カ
ウ
：
］【
香
炉
】〔
名
〕（
１
）
香
（
こ
う
）
を
た
く
の
に
用
い
る
器
。
陶
器
、
ま
た
は
銅
、
金
、
銀
な
ど
で
作
り
、
置
（
お
き
）
香
炉
、
柄
（
え
）
香
炉
、
釣
（
つ
り
）
香
炉
な
ど
種
々
の
形
が
あ
る
。
香
盤
。
＊
書
紀
〔
７
２
０
〕
天
智
八
年
一
〇
月
「
仍
て
金
の
香
炉
（
か
う
ろ
）
を
賜
ふ
」 
  
例
文
の
「
香
炉
」
は
『
漢
語
大
詞
典
』
と
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
同
じ
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。 
 
〈
15
〉
恍
惚
ほ
れ 
例
文
〔
１
〕
な
ん
ぼ
こ
つ
ち
が
恍
惚
ほ
れ
て
居
る
が
屓まけ
だ
と
い
つ
て
も
、
分わけ
も
聞きか
ず
に
討ぶつ
た
り
擲
た
た
い
た
り
す
る
は
悪
洒
落
わ
る
じ
ゃ
れ
で
ご
ざ
ん
す
の
サ 
 
〔
２
〕
琴
わ
つ
ち
も
ど
ふ
ぞ
恍
惚
ほ
れ
た
う
す
が
、
主 ぬし
が
主
に
せ
き
の
ね
へ
程
ほ
れ
て
居
な
ん
す
か
ら
、
其
上
へ
は
ほ
れ
所
が
ご
ざ
ん
せ
ん 
 
『
水
滸
傳
譯
解
』
恍
惚 
ム
ネ
ト
キ
ト
キ
ス
ル
コ
ト 
 
『
怯
里
馬
赤
』( 
16)  
恍
惚 
微
妙
不
測
ノ
児 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
恍
惚
】
亦
作
「
恍
忽 
」。
１
．
迷
离
，
难
以
捉
摸
。《
韩
非
子
・
忠
孝
》「
世
之
所
爲
烈
士
者
…
…
爲
恬
淡
之
學
，
而
理
恍
惚
之
言
。
臣
以
爲
恬
淡
，
無
用
之
教
也
；
恍
惚
，
無
法
之
言
也
。」
２
．
迷
茫
；
心
神
不
宁
。《
东
观
汉
记
・
郅
恽
传
》「
令
爲
狂
疾
，
恍
惚
不
自
知
所
言
。」
３
．
倏
忽
，
瞬
息
之
间
。 
南
朝 
宋
鲍
照
《
代
昇
天
行
》「
翩
翻
類
迴
掌
，
恍
忽
似
朝
榮
。」
４
．
形
容
疾
速
。
唐 
 
李
白
《
天
马
歌
》「
雞
鳴
刷
燕
晡
秣
越
，
神
行
電
邁
躡
恍
惚
。」
５
．
仿
佛
；
近
似
。
宋 
叶
適
《
宋
故
中
散
大
夫
提
举
武
夷
山
冲
佑
观
张
公
行
状
》
「
其
樹
林
巖
石
，
幽
茂
深
阻
，
恍
惚
隔
塵
世
。」
６
．
轻
忽
。《
後
汉
书
・
冯
衍
传
下
》「
華
芳
曄
其
發
越
兮
，
時
恍
忽
而
莫
貴
。」 
『
大
漢
和
辞
典
』【
恍
惚
】
ク
ワ
ウ
コ
ツ 
荒
忽
。
慌
惚
。
恍
忽
。
怳
忽
。
㊀
微
妙
で
量
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
さ
ま
。〔
老
子
、
二
十
一
〕
道
ノ
為
物
、
惟
恍
惟
惚
。
㊁
物
事
に
心
を
取
ら
れ
て
、
う
つ
と
り
す
る
さ
ま
。
ぼ
ん
や
り
し
て
自
失
す
る
さ
ま
。〔
後
漢
書
、
董
祀
妻
傳
〕
恍
惚
生
狂
癡
、
好
奇
手
撫
摩
。 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
こ
う
‐
こ
つ
［
ク
ヮ
ウ
：
］【
恍
惚
・
慌
惚
】〔
名
〕（
形
動
ナ
リ
・
タ
リ
）（
１
）
物
事
に
心
を
奪
わ
れ
て
う
っ
と
り
す
る
こ
と
。
物
事
に
見
と
れ
た
り
、
聞
き
ほ
れ
た
り
し
て
う
っ
と
り
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
＊
性
霊
集
‐
一
〔
８
３
５
頃
〕
秋
日
観
神
泉
「
彳
神
泉
観
物
候
、
心
神
怳
惚
不
能
帰
」（
２
）
頭
な
ど
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
。
物
忘
れ
が
激
し
い
こ
と
。
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
現
代
で
は
、
有
吉
佐
和
子
著
「
恍
惚
の
人
」（
昭
和
四
七
年
）
に
よ
っ
て
、
老
人
痴
呆
症
に
つ
い
て
い
う
こ
と
が
流
行
し
た
。
＊
病
論
俗
解
集
〔
１
６
３
９
〕「
恍
惚
（
ク
ワ
ウ
コ
ツ
）
こ
こ
ろ
ぼ
れ
、
き
も
ぎ
へ
」 
  
例
文
の
「
恍
惚
」
は
『
大
漢
和
辞
典
』
と
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
「
物
事
に
心
を
奪
わ
れ
て
う
っ
と
り
す
る
こ
と
。」
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
『
漢
語
大
詞
典
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。 
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二
、
近
世
以
降
に
使
用
さ
れ
、
明
清
以
前
の
漢
籍
類
に
用
例
が
あ
る
唐
話
語
彙 
 
 
 
 
 
 
 
 
近
世
以
降
に
使
用
さ
れ
、
明
清
以
前
の
漢
籍
類
に
用
例
が
あ
る
唐
話
語
彙
は
４
例
あ
る
。 
 
〈
１
〉
丫
鬟
か
ぶ
ろ 
 
例
文 
皆みな
姝
妓
お
い
ら
ん
。
雛
妓
し
ん
ぞ
う
。
丫
鬟
か
ぶ
ろ
。
保
児
な
か
ゐ
。
鬢びん
の
兀はげ
た
仮
母
や
り
て
ま
で
に 
 
『
俗
語
解
』
丫
鬟
類 
云
少
女
子
垂
ー
小
婢
也
コ
シ
モ
ト
カ
ム
ロ 
『
小
説
字
彙
』( 
17)  
丫
鬟 
児
女
頭
上
作
両
髻
也 
コ
シ
モ
ト
ナ
リ 
『
漢
語
大
詞
典
』【
丫
鬟
】
１
．
谓
梳
着
丫
形
发
髻
。 
唐 
李
商
隐
《
柳
枝
》
诗
序
「
柳
枝
丫
鬟
畢
粧
，
抱
立
扇
子
，
風
障
一
袖
。」
２
．
婢
女
。（
婢
） 
宋 
 
洪
迈 
《
夷
坚
三
志
己
・
徐
五
秀
才
》「
一
青
衣
丫
鬟
，
音
韻
楚
楚
。」 
『
大
漢
和
辞
典
』【
丫
鬟
】
ア
ク
ー
ワ
ン 
あ
げ
ま
き
に
結
ん
だ
髪
。
轉
じ
て
、
婢
、
又
は
幼
女
の
義
。
丫
髻
。
丫
頭
。
丫
環
。〔
書
類
纂
要
〕
丫
鬟
少
女
、
垂
鬟
小
婢
也
。 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』【
丫
鬟
】
あ
ー
か
ん[
：
ク
ワ
ン]
〔
名
〕（
１
）
あ
げ
ま
き
に
結
ん
だ
髪
。
＊
李
商
隠
《
柳
枝
》
詩 
同
（
転
じ
て
、
頭
を
あ
げ
ま
き
に
し
た
幼
女
。
ま
た
、
年
少
の
侍
女
、
腰
元
、
婢
。）
＊
通
俗
酔
菩
薩
全
伝
〔
１
７
５
９
〕
一
・
静
中
動
羅
漢
投
胎
「
茂
春
喜
て
則
ち
王
氏
に
旨
を
伝
て
、
孩
児
を
丫
鬟
（
ア
ク
ハ
ン
〈
注
〉
コ
シ
モ
ト
）
に
抱
（
い
だ
か
せ
）
て
出
来
ら
し
む
」 
 
「
丫
鬟
」
に
つ
い
て
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
漢
籍
類
辞
書
と
同
じ
よ
う
な
解
釈
が
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、『
漢
語
大
詞
典
』
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
用
例
と
同
じ
で
あ
る
。
今
回
の
考
察
で
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
お
け
る
日
本
の
文
献
用
例
に
準
ず
る
た
め
、「
丫
鬟
」
は
近
世
以
降
に
使
用
さ
れ
た
語
と
し
て
分
類
し
た
。 
 
〈
２
〉
仮
母
や
り
て 
例
文 
皆みな
姝
妓
お
い
ら
ん
。
雛
妓
し
ん
ぞ
う
。
丫
鬟
か
ぶ
ろ
。
保
児
な
か
ゐ
。
鬢びん
の
兀はげ
た
仮
母
や
り
て
ま
で
に 
 
『
俗
語
解
』
假
母 
女
郎
ヤ
ノ
ヤ
リ
テ
バ
バ 
 
 
『
俗
語
解
』（
長
澤
本
）
假
母 
ヤ
リ
テ 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
假
母
】
１
．
继
母
、
乳
母
或
庶
母
。《
史
记
・
淮
南
衡
山
列
传
》「
元
朔
四
年
中
，
人
有
賊
傷
王
后
假
母
者
。」
２
．
义
母
。 
唐 
孙
棨 
《
北
里
志
・
海
论
三
曲
中
事
》「
妓
之
母
，
多
假
母
也
，
亦
妓
之
衰
退
者
爲
之
。」
３
．
指
鸨
母
。
清 
侯
方
域 
《
李
姬
传
》「
妾
少
從
假
母
識
陽
羡
君
，
其
人
有
高
義
。」 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
か
‐
ぼ
【
仮
母
】〔
名
〕
ま
ま
は
は
。
継
母
。
義
母
。
養
母
。
ま
た
、
父
の
妾
。
＊
柳
橋
新
誌
〔
１
８
７
４
〕〈
成
島
柳
北
〉
初
「
貪
猾
な
る
者
は
多
く
仮
（〈
注
〉
ウ
ソ
ノ
）
母
な
り
」
＊
東
京
新
繁
昌
記
〔
１
８
７
４
〜
７
６
〕〈
服
部
誠
一
〉
二
・
待
合
茶
店
「
妹
が
不
幸
三
歳
に
し
て
母
親
を
失
ひ
、
後
仮
母
の
手
に
長
ず
」 
 
例
文
の
「
仮
母
」
は
『
漢
語
大
詞
典
』
と
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
同
じ
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。 
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〈
３
〉
痴
漢
ち
か
ん
←
（
ア
ホ
ウ
） 
例
文 
調
唇
弄
舌
て
う
し
ん
ろ
う
ぜ
つ
←
（
シ
ヤ
べ
ル
）
を
ま
じ
え
て
痴
漢
ち
か
ん
←
（
ア
ホ
ウ
）
の
ご
と
く
と
り
あ
つ
か
ふ
か
ら
、
ぐ
つ
と
か
け
だ
し
さ
。 
 
『
譯
通
類
畧
』
痴
漢 
バ
カ
ヲ
ト
コ 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
癡
漢
】
亦
作
「
痴
漢
」。
１
．
愚
蠢
之
人
；
笨
蛋
。《
北
史
・
裴
谒
之
传
》「
文
宣
末
年
昏
縱
，
朝
臣
罕
有
言
者
。
謁
之
上
書
正
諫
，
言
甚
切
直
， 
文
宣
將
殺
之
，
白
刃
臨
頸
，
謁
之 
辭
色
不
變
。
帝
曰
：‘
癡
漢
，
何
敢
如
此
！ 
」 
２
．
谓
真
挚
的
人
。
梁
启
超
《
明
季
第
一
重
要
人
物
袁
崇
焕
》「
程
氏
又
評
袁
督
師
之
爲
人
曰
，
舉
世
皆
巧
人
，
而
袁
公
一
大
癡
漢
也
。」 
『
大
漢
和
辞
典
』【
痴
漢
】
チ
カ
ン 
お
ろ
か
も
の
。
痴
漢
。〔
北
史
、
斎
顯
祖
文
宣
記
〕
阮
宣
謂
二
吳
衎
一
曰
、
癡
漢
、
忍
レ
断
二
懷
中
物
一
邪
〕。 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
ち
‐
か
ん
【
痴
漢
・
癡
漢
】〔
名
〕
愚
か
な
男
。
ば
か
も
の
。
た
わ
け
も
の
。
＊
洒
落
本
・
繁
千
話
〔
１
７
９
０
〕
同 
  
例
文
の
「
痴
漢
」
は
『
漢
語
大
詞
典
』
と
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
同
じ
よ
う
に
解
釈
に
さ
れ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
の
「
痴
漢
」
の
用
例
は
『
繁
千
話
』
の
例
文
だ
け
で
あ
る
。 
 
〈
４
〉
小
解
し
や
う
が
い
・
小
解
し
や
う
が
い
←
（
シ
ャ
ウ
ベ
ン
） 
例
文
〔
１
〕
犬
小
解
し
や
う
が
い
に
去 さる
の
さ 
 
〔
２
〕
ア
ア
馬
の
小
解
し
や
う
が
い
←
（
シ
ャ
ウ
ベ
ン
）
と
云 いふ
茶
だ 
 
 
『
俗
語
解
』
小
解 
小
便 
大
解
大
ベ
ン 
 
『
中
夏
俗
語
藪
』( 
18)  
小
解
去 
小
便
二
ユ
ク 
 
『
游
焉
社
常
談
』( 
19)  
小
解
去
ス
ヤ
ウ
キ
ヤ
イ
キ
ユ
イ
ー
シ
ャ
ウ
ベ
ン
二
ユ
ク 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
小
解
】
１
・
稍
稍
懂
得 
句
道
兴
本
《
搜
神
记
》「
聞
君
獨
弄
哀
琴
，
故
來
看
之
。
女
亦
小
解
撫
弄
。」
２
．
撒
尿
。
元 
无
名
氏 
《
盆
儿
鬼
》
第
三
折
「
俺
可
要
起
來
小
解
了
。」《
古
今
小
说
・
张
道
陵
七
试
赵
昇
》「
妾
乃
西
村
農
家
之
女
，
隨
伴
出
來
玩
月
，
因
往
田
中
小
解
，
失
了
伴
侣
，
追
尋
不
着
，
迷
路
至
此
。」 
『
大
漢
和
辞
典
』【
小
解
】
小
便
す
る
。 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
し
ょ
う
‐
が
い
［
セ
ウ
：
］【
小
解
】〔
名
〕
小
便
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
小
便
。
＊
小
説
字
彙
〔
１
７
８
４
〕「
小
解
去 
小
便
に
ゆ
く
こ
と
」
＊
洒
落
本
・
繁
千
話
〔
１
７
９
０
〕 
同 
 
例
文
の
「
小
解
」
は
『
漢
語
大
詞
典
』
と
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
同
じ
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
「
小
解
」
の
用
例
は
『
繁
千
話
』
の
例
だ
け
で
あ
る
。 
 
三
、
近
世
以
降
に
使
用
さ
れ
、
明
清
以
降
の
俗
語
作
品
に
用
例
が
あ
る
唐
話
語
彙 
 
近
世
以
降
に
使
用
さ
れ
、
明
清
以
降
の
俗
語
作
品
に
用
例
が
あ
る
唐
話
語
彙
は
４
例
あ
る
。 
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〈
１
〉
煙
管
き
せ
る 
 
例
文 
び
つ
く
り
し
て
煙
管
き
せ
る
を
は
た
き
、
宿
衣
よ
ぎ
を
ひ
き
か
ぶ
る 
 
 
『
常
話
方
語
』( 
20)  
烟
管 
キ
セ
ル 
 
『
唐
話
纂
要
』
烟
筒
ヱ
ン
ド
ン 
キ
セ
ル 
烟
管
ヱ
ン
ク
ハ
ン 
同
上 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
煙
管
】
亦
作
「
烟
管
」。
竹
管
制
的
吸
旱
烟
用
具
。《
儿
女
英
雄
传
》
第
三
四
回
「
程
師
爺
拿
了
他
的
毛
竹
烟
管
、
藍
布
烟
口
袋
去
了
。」 
 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
え
ん
‐
か
ん
［
：
ク
ヮ
ン
］【
煙
管
】〔
名
〕（
１
）
刻
み
タ
バ
コ
を
吸
う
の
に
用
い
る
道
具
。
キ
セ
ル
。
＊
鴨
東
四
時
雑
詞
〔
１
８
１
６
〕
「
雑
貨
、
則
煙
管
、
煙
袋
、
各
色
摺
扇
団
箑
」 
 
 
例
文
の
「
煙
管
」
は
『
漢
語
大
詞
典
』
と
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
同
じ
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。「
煙
管
」
の
振
り
仮
名
は
「
キ
セ
ル
」
で
あ
る
。「
キ
セ
ル
」
の
語
源
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
の
「k
h
s
i
e
r
」
か
ら
と
い
う
説
が
あ
る
。
本
論
で
は
振
り
仮
名
の
問
題
は
考
察
外
と
す
る
が
、
当
時
の
外
来
語
世
界
に
は
漢
語
以
外
の
外
来
語
の
受
け
入
れ
に
も
唐
話
で
表
記
す
る
一
群
が
あ
る
。「
煙
管(
き
せ
る)
」
は
ま
さ
に
そ
の
中
の
一
例
で
あ
る
。 
 
〈
２
〉
只
顧
ひ
た
す
ら 
例
文 
お
れ
も
只
顧
ひ
た
す
ら
嘆
息
た
ん
そ
く
し
た
。 
 
『
水
滸
傳
譯
解
』
只
顧 
ヒ
タ
ス
ラ 
 
『
中
夏
俗
語
藪
』
只
顧 
ヒ
タ
ス
ラ 
 
『
忠
義
水
滸
伝
解
』( 
21)  
只
顧 
只
管 
モ
同 
ヒ
タ
ス
ラ
ナ
リ 
『（
崎
陽
熙
々
子
先
生
）
華
學
圏
套
』(
22)  
只
顧
チ
エ
ク
ウ 
ヒ
タ
ス
ラ 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
只
顧
】
１
．
仅
仅
顾
及
。《
儒
林
外
史
》
第
三
四
回
「
俗
語
説
：‘
只
顧
羊
卵
子
，
不
顧
羊
性
命
。」
２
．
副
词
。
表
示
专
一
不
变
。《
水
浒
传
》
第
四
二
回
「
遠
遠
望
見
一
個
去
處
，
只
顧
走
。」
３
．
副
词
。
尽
管
。 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
し
‐
こ
【
只
顧
】〔
名
〕
ひ
た
す
ら
。
＊
音
訓
新
聞
字
引
〔
１
８
７
６
〕〈
萩
原
乙
彦
〉「
只
顧 
シ
コ 
ゴ
ヒ
イ
キ
、
ヒ
タ
ス
ラ
」 
 
例
文
に
用
い
ら
れ
た
「
只
顧
」
は
明
清
の
俗
語
小
説
以
来
見
ら
れ
る
語
彙
で
あ
る
。 
 
〈
３
〉
調
唇
弄
舌
て
う
し
ん
ろ
う
ぜ
つ 
 
例
文 
調
唇
弄
舌
て
う
し
ん
ろ
う
ぜ
つ
←
（
シ
ヤ
べ
ル
）
を
ま
じ
え
て
痴
漢
ち
か
ん
←
（
ア
ホ
ウ
）
の
ご
と
く
と
り
あ
つ
か
ふ
か
ら
、
ぐ
つ
と
か
け
だ
し
さ
。 
 
 
 
 
 
 
 
『
怯
里
馬
赤
』
調
唇
弄
舌 
シ
ヤ
ベ
ル 
『
漢
語
大
詞
典
』【
調
脣
弄
舌
】
亦
作
「
調
唇
弄
舌
」。
１
．
耍
嘴
皮
子
，
纵
谈
。
（
口
数
を
き
く
）《
醒
世
恒
言
・
李
汧
公
穷
邸
遇
侠
客
》「
况
在
私
衙
中
，
料
無
外
人
來
往
，
恣
意
調
脣
弄
舌
。」
２
．
搬
弄
是
非
。（
余
計
な
話
を
す
る
）
明 
汪
廷
讷
《
狮
吼
记
・
争
宠
》「
調
唇
弄
舌
，
莫
非
駡
詈
之
言
。」 
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『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
ち
ょ
う
し
ん
‐
ろ
う
ぜ
つ
）[
テ
ウ
撰
シ
ン
：]
[
名] 
口
を
動
か
す
こ
と
。
よ
く
し
ゃ
べ
る
こ
と
。
＊
洒
落
本
・
繁
千
話
〔
１
７
９
０
〕 
同 
  
例
文
の
「
調
唇
弄
舌
」
も
「
只
顧
」
と
お
な
じ
よ
う
に
、
明
清
の
俗
語
小
説
以
来
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
の
「
調
唇
弄
舌
」
の
用
例
は
『
繁
千
話
』
の
例
だ
け
で
あ
る
。 
 
〈
４
〉
跳
槽
て
う
そ
う
←
（
キ
レ
ル
） 
例
文 
犬
ぜ
ん
て
へ
此この
ぢ
う
の
ば
ん
晩
あ
い
つ
と
理
論
り
ろ
ん
←
（
イ
ヒ
ア
ヒ
）
し
た
時
、
跳
槽
て
う
そ
う
←
（
キ
レ
ル
）
の
き
も
を
こ
つ
た
が 
 
『
小
説
字
彙
』
跳
槽 
ヲ
ダ
テ
ル
コ
ト 
『
漢
語
大
詞
典
』【
跳
槽
】
１
．
指
男
女
间
爱
情
上
喜
新
厌
旧
，
见
异
而
迁
。 
明 
 
杨
慎
《
升
庵
诗
话·
甄
后
塘
上
行
》「
魏
明
帝
初
爲
王
時
，
納
虞
氏
爲
妃
，
及
即
位
，
毛
氏
有
龐
，
而
黜
虞
氏 
…
…
其
後
郭
夫
人
有
寵
，
毛
后
愛
弛
，
亦
賜
死
…
… 
元 
傳
奇
以
明
帝
爲
跳
槽
，
俗
語
本
此
。」
３
．
改
变
行
业
；
变
动
工
作
处
所
。 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
ち
ょ
う
‐
そ
う
［
テ
ウ
サ
ウ
］【
跳
槽
】〔
名
〕（
中
国
近
世
の
俗
語
か
ら
）
よ
い
方
に
く
ら
が
え
す
る
こ
と
。
転
じ
て
、
こ
ち
ら
と
切
れ
て
あ
ち
ら
と
結
ぶ
こ
と
。
男
女
関
係
で
相
手
を
か
え
る
こ
と
。
＊
洒
落
本
・
繁
千
話
〔
１
７
９
０
〕
同 
  
例
文
の
「
跳
槽
」
も
明
清
の
俗
語
小
説
以
来
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
の
「
跳
槽
」
の
用
例
は
『
繁
千
話
』
の
例
文
だ
け
で
あ
る
。 
 
四
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
唐
話
語
彙 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
唐
話
語
彙
は
３
例
あ
る
。 
 
〈
１
〉
保
児
な
か
ゐ 
例
文 
皆みな
姝
妓
お
い
ら
ん
。
雛
妓
し
ん
ぞ
う
。
丫
鬟
か
ぶ
ろ
。
保
児
な
か
ゐ
。
鬢びん
の
兀はげ
た
仮
母
や
り
て
ま
で
に 
 
『
水
滸
傳
字
彙
外
集
』( 
23)  
保
児 
ナ
カ
イ 
『
漢
語
大
詞
典
』
１
．
旧
时
妓
院
中
的
男
仆
。（
妓
楼
の
下
男
）
元 
 
无
名
氏
《
庆
东
原
》
曲
「
兀
自
保
兒
嗔
，
斷
不
了
姨
夫
駡
。」
２
．
指
马
夫
「
马
保
儿
」
的
简
称
。（
馬
子
）《
荡
寇
志
》
第
七
三
回
「
希
真
辭
歸
，
將
錢
開
發
馬
保
兒
，
便
問
那
保
兒
道
：‘
我
要
買
匹
好
馬
，
但
一
時
好
的
難
遇
，
你
可
曉
得
那
裏
有
？
」 
『
大
漢
和
辞
典
』
該
当
な
し
。 
 
例
文
の
「
保
児
」
は
明
清
以
前
の
漢
籍
類
か
ら
使
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
元
時
代
の
俗
語
作
品
『
庆
东
原
』
に
み
ら
れ
る
。 
 
〈
２
〉
得
采
と
く
へ
ん 
例
文 
馬
骨
子
ば
こ
つ
し
足
下
そ
つ
か
←
（
ヲ
マ
ヘ)
の
得
采
と
く
へ
ん
←
（
シ
ヤ
ハ
セ)
は
如
何
い
か
ん
。 
 
『
水
滸
傳
字
彙
外
集
』
得
采 
仕
合 
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『
水
滸
傳
譯
解
』
得
リ
ル
采 
シ
ア
ハ
セ
ヲ
ヱ
ル 
『
漢
語
大
詞
典
』【
得
采
】
亦
作
「
得
彩 
」。
１
．
发
利
市
；
幸
而
得
成
。《
水
浒
传
》
第
二
十
回
「
晁
蓋
上
梁
山
後
，
接
連
贏
得
官
軍
，
又
劫
得
若
干
財
物
，
衆
頭
領
都
稱
道
：
皆
托
得
大
哥
哥
的
福
蔭
，
以
此
得
采
。」
２
．
谓
赌
博
得
利
；
中
彩
。
郭
沫
若
《
喀
尔
美
萝
姑
娘
》「
木
球
滚
去
嵌
入
穴
孔
时
便
能
得
彩
，
彩
品
多
寡
大
小
是
不
均
等
的
。」 
『
大
漢
和
辞
典
』
賭
博
に
勝
を
し
め
る
こ
と
。〔
通
俗
編
、
祝
誦
、
得
采
〕
演
繁
露
、
采
、
本
采
色
之
采
、
指
投
之
子
之
交
以
言
也
、
如
白
黑
之
以
色
別
、
雉
犢
之
以
物
別
、
皆
采
也
…
（
省
略
）
…
。 
  
例
文
に
用
い
ら
れ
た「
得
采
」は
明
の
俗
語
小
説
以
来
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。 
 
〈
３
〉
梳
櫳
そ
り
う
←
（
ミ
ツ
ア
ゲ
） 
例
文 
犬
此
子
た
ち
も
、
を
つ
け
一
個
い
つ
こ
の
名
妓
め
い
ぎ
に
な
る
だ
ろ
う
。
嗚
呼
あ
あ
梳
櫳
そ
り
う
←
（
ミ
ツ
ア
ゲ
）
と
で
か
け
た
い 
 
『
譯
通
類
畧
』
梳
櫳 
ミ
ヅ
ア
ゲ 
類
書
纂
要
嫖
客
初
嫖
娼
家
ノ
女
謂
ノ
梳
櫳 
 
『
中
夏
俗
語
藪
』
梳
櫳 
ミ
ヅ
ア
ゲ
〇
遊
女
初
メ
テ
客
二
接
ス
ル
コ
ト 
 
『
徒
杠
字
彙
』
梳
櫳 
堅
瓠
集
。
女
ノ
ミ
ヅ
ア
ゲ 
 
『
漢
語
大
詞
典
』【
梳
櫳
】
１
．
梳
头
。
２
．
同
「
梳
攏
」。《
警
世
通
言
・
玉
堂
春
落
难
逢
夫
》「
他
家
裏
還
有
一
個
粉
頭
，
排
行
三
姐
，
號
玉
堂
春 
，
有
十
二
分
顔
色
，
鴇
兒
索
價
太
高
，
還
未
梳
櫳
。」
３
．
梳
子
。
明 
刘
若
愚
《
酌
中
志
・
内
臣
职
掌
纪
略
》「
廣
惠
庫
，
職
掌
綵
織
帕
、
梳
櫳
、
抿
刷
、
錢
貫
、
鈔
錠
之
類
。」 
【
梳
攏
】
１
．
旧
指
妓
女
第
一
次
接
客
伴
宿
。
妓
院
中
处
女
只
梳
辫
，
接
客
后
梳
髻
，
称
「
梳
攏
」。
明 
朱
有
燉
《
香
囊
怨
》
第
二
折
「
前
日
小
子
見
他
説
，
要
去
這
院
裏
，
揀
一
箇
女
孩
兒
梳
攏
他
。」 
『
大
漢
和
辞
典
』【
梳
攏
】
ソ
ロ
ウ 
髪
を
す
く
。
頭
髪
を
く
し
け
づ
る
。
攏
は
つ
か
ね
る
を
さ
め
る
。〔
桃
花
扇
、
傅
歌
〕
耍
二
替
レ
他
招
レ
客
梳
攏
一
。 
 
例
文
の
「
梳
櫳
」
は
明
の
俗
語
小
説
以
来
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。 
 
以
上
「
保
児
」・「
得
采
」・「
梳
櫳
」
の
３
語
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
も
日
本
文
献
の
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。
今
後
、『
繁
千
話
』
以
外
の
文
献
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。 
 
五
、
語
源
不
明
の
唐
話
語
彙 
 
 
 
 
 
 
雛
妓
し
ん
ぞ
う 
 
例
文 
皆みな
姝
妓
お
い
ら
ん
。
雛
妓
し
ん
ぞ
う
。
丫
鬟
か
ぶ
ろ
。
保
児
な
か
ゐ
。
鬢びん
の
兀はげ
た
仮
母
や
り
て
ま
で
に 
 
『
俗
語
解
』
雛
姫 
同
新
造 
カ
ブ
ロ
通
用 
雛
妓 
 
『
大
漢
和
辞
典
』【
雛
妓
】
ス
ウ
ギ 
お
し
ゃ
く
。
半
玉
。
小
妓
。 
『
漢
語
大
詞
典
』
該
当
な
し
。 
『
現
代
漢
語
詞
典
』( 
24)  
 
未
成
年
的
妓
女
。（
未
成
年
の
娼
妓
） 
『
大
漢
和
辞
典
』
ス
ウ
ギ
。
お
し
ゃ
く
。
半
玉
。 
 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』【
雛
妓
】
す
う
ー
ぎ
〔
名
〕
ま
だ
一
人
前
に
な
っ
て
い
な
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い
芸
妓
。
半
玉
（
は
ん
ぎ
ょ
く
）。
＊
玩
鴎
先
生
詠
物
百
首
〔
１
７
８
３
〕
倒
掖
戲
「
愛
玩
多
親
雛
妓
袂
、
涼
棚
月
榭
独
縦
横
」 
 
「
雛
妓
」
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』・『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
解
釈
さ
れ
る
が
、
漢
籍
類
の
用
例
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
清
末
の
徐
珂
（
１
８
６
９
～
１
９
２
８
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
清
稗
類
鈔
』( 
25)
（
１
９
１
６
）
の
「
婚
姻
類 
徐
寶
山
為
雛
妓
主
婚
」・「
明
智
類 
汪
氏
女
知
前
途
之
憂
」・「
音
樂
類 
李
笠
翁
挾
妓
度
曲
」・「
娼
妓
類 
長
沙
之
妓
」
に
は
用
例
が
あ
る
が
、
時
間
軸
か
ら
み
れ
ば
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
用
例
よ
り
百
年
以
上
遅
い
。
中
国
最
大
の
漢
語
辞
典
『
漢
語
大
詞
典
』
に
中
国
の
現
代
語
辞
典
『
現
代
漢
語
詞
典
』
に
も
解
釈
だ
け
が
見
ら
れ
る
。
今
回
の
考
察
で
は
辞
書
類
以
外
の
文
献
か
ら
そ
の
用
例
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
語
源
に
つ
い
て
、
今
だ
に
確
定
で
き
な
い
。 
 
お
わ
り
に 
以
上
、『
繁
千
話
』
に
お
け
る
唐
話
語
彙
の
２
７
語
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
鈴
木
丹
士
郎
氏( 
26)
の
論
に
基
づ
く
辞
書
類
に
よ
る
分
類
方
法
に
よ
っ
て
、
①
近
世
以
前
に
使
用
さ
れ
、
明
清
以
前
の
漢
籍
類
に
用
例
が
あ
る
唐
話
語
彙
、
②
近
世
以
降
に
使
用
さ
れ
、
明
清
以
前
の
漢
籍
類
に
用
例
が
あ
る
唐
話
語
彙
、
③
近
世
以
降
に
使
用
さ
れ
、
明
清
以
降
の
俗
語
作
品
に
用
例
が
あ
る
唐
話
語
彙
、
④
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
唐
話
語
彙
、
⑤
語
源
不
明
の
唐
話
語
彙
の
五
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
語
彙
は
以
上
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
も
、
そ
の
使
用
状
況
が
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
各
語
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
整
理
し
た
が
、
全
体
を
考
察
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。 
「
燭
台
」・「
足
下
」
の
よ
う
に
漢
籍
類
辞
書
に
記
さ
れ
た
解
釈
が
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
見
ら
れ
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
逆
に
、「
灯
籠
」・
「
洞
房
」・「
保
養
」・「
大
夫
」・「
風
俗
」
の
よ
う
に
漢
語
辞
書
類
に
み
ら
れ
な
い
解
釈
が
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
記
述
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
用
例
は
主
に
近
世
期
の
文
献
に
見
ら
れ
る
。
近
世
以
前
に
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
た
語
彙
は
ま
た
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
見
ら
れ
な
い
新
し
い
意
味
を
担
わ
さ
れ
、
作
品
に
用
い
ら
れ
て
い
た
状
況
が
窺
わ
れ
る
。 
な
お
、「
煙
管(
き
せ
る)
」
の
よ
う
な
使
用
例
は
唐
話
の
使
用
状
況
の
一
端
を
反
映
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時
代
の
風
潮
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
、「
痴
漢
」・「
小
解
」・「
調
唇
弄
舌
」・「
跳
槽
」
な
ど
４
語
の
用
例
は
『
繁
千
話
』
の
例
文
だ
け
か
ら
取
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 
以
上
の
考
察
を
も
っ
て
、『
繁
千
話
』
に
使
用
さ
れ
た
唐
話
語
彙
が
ど
の
よ
う
な
語
彙
で
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
、
用
い
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
ま
た
、「
雛
妓
」
は
語
源
不
明
の
語
彙
と
し
て
分
類
さ
れ
た
。
中
国
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
戦
乱
の
繰
り
返
し
と
統
治
者
の
焚
書
行
為
に
よ
っ
て
、
多
く
の
漢
語
文
献
が
焼
失
し
た
。
語
源
不
明
の
漢
語
語
彙
は
そ
う
し
た
原
因
で
判
明
で
き
な
い
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
今
日
の
中
国
大
陸
で
は
す
で
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
漢
語
文
献
が
日
本
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
文
献
が
語
源
の
究
明
の
カ
ギ
に
な
る
か
ど
う
か
。
疑
問
を
持
ち
な
が
ら
、
今
後
の
考
察
課
題
に
し
た
い
。 
以
上
を
も
っ
て
、
近
世
小
説
に
お
け
る
唐
話
語
彙
が
ど
の
よ
う
な
語
彙
で
あ
る
か
、
小
説
作
品
で
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
、
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
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て
、
洒
落
本
作
品
の
『
繁
千
話
』
に
お
け
る
唐
話
語
彙
の
考
察
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。 
 
注 （
１
）
岡
嶋
冠
山
『
唐
話
纂
要
』
享
保
元
年
刊
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
六
集
汲
古
書
院 
（
２
）
羅
竹
風
主
編
『
漢
語
大
詞
典
』（
缩
印
版
）
汉
语
大
词
典
编
辑
委
员
会
上
海
辞
书
出
版
社 
（
３
）
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ス
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
） 
（
４
）
撰
者
不
明
『
華
語
詳
譯
』（
明
治
前
期
傅
鈔
本
）
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
十
七
集
汲
古
書
院 
（
５
）
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』（
修
訂
版
）
東
洋
学
術
研
究
所 
大
修
館
書
店 
（
６
）
陶
山
冕
『
忠
義
水
滸
傳
鈔
譯
』
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
三
集
汲
古
書
院 
（
７
）
雲
窓
『
徒
杠
字
彙
』
安
政
７
年
刊
本 
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
九
集
汲
古
書
院 
（
８
）
岡
嶋
冠
山
等
撰
『
唐
話
類
纂
』
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
一
集
汲
古
書
院 
（
９
）
撰
者
不
明
『
胡
言
漢
語
』
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
一
集
汲
古
書
院 
（
10
）
撰
者
不
明
『
唐
音
和
解
』
享
保
元
年
刊
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
八
集
汲
古
書
院 
（
11
）
森
島
中
良
編
『
俗
語
解
』（
静
嘉
堂
本
）・（
長
澤
本
）
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
十
一
・
十
集
汲
古
書
院 
（
12
）
岡
井
孝
祖
『
譯
通
類
畧
』
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
十
八
集
汲
古
書
院 
（
13
）
岡
白
駒
撰 
良
齋
編
『
水
滸
伝
譯
解
』
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
十
三
集
汲
古
書
院 
（
14
）
稲
生
若
水
撰
『
両
国
譯
通
』
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
八
集
汲
古
書
院 
（
15
）
撰
者
不
明
『
唐
音
世
語
』
寶
暦
４
年
序
刊
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
八
集
汲
古
書
院 
（
16
）
撰
者
不
明
『
怯
里
馬
赤
』
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
一
集
汲
古
書
院 
（
17
）
秋
水
園
主
人
『
小
説
字
彙
』
寛
政
３
年
刊
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
十
五
集
汲
古
書
院 
（
18
）
岡
崎
鵠
亭
『
中
夏
俗
語
藪
』
天
明
３
年
刊
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
十
六
集
汲
古
書
院 
（
19
）
石
川
安
貞
『
游
焉
社
常
談
』
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
十
七
集
汲
古
書
院 
（
20
）
淺
見
絧
齋
『
常
話
方
語
』
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
五
集
汲
古
書
院 
（
21
）
陶
山
冕
『
忠
義
水
滸
伝
解
』
寶
歴
７
年
刊
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
三
集 
汲
古
書
院 
（
22
）『（
崎
陽
熙
々
子
先
生
）
華
學
圏
套
』
長
澤
規
矩
也
編
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
十
八
集 
汲
古
書
院 
（
23
）
撰
者
不
明
『
水
滸
傳
字
彙
外
集
』
長
澤
規
矩
也 
「
唐
話
辞
書
類
集
」
第
十
三
集
汲
古
書
院 
（
24
）
呂
淑
湘 
主
編
『
現
代
漢
語
詞
典
』（
修
订
版
）
中
国
社
会
科
学
院
语
言
研
究
所
编 
商
务
印
书
馆 
（
25
）
徐
珂
編
撰
『
清
稗
類
鈔
』
中
華
書
局 
１
９
８
４
年
１
２
月
（
初
版
商
務
印
書
館
出
版 
１
９
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１
６
年
） 
（
26
）
鈴
木
丹
士
郎
「
読
本
の
語
彙
」
２
３
６
頁 
講
座
日
本
語
の
語
彙
５
佐
藤
喜
代
治
編
『
近
世
の
語
彙
』
明
治
書
院 
昭
和
５
７
年
６
月
ｐ
２
３
６
～
２
３
７
ペ
ー
ジ 
引
用
テ
キ
ス
ト 
「
繁
千
話
」
洒
落
本
大
成
編
集
委
員
会
編
『
洒
落
本
大
成
』
第
十
五
巻 
中
央
公
論
社 
昭
和
五
十
三
年 
参
考
文
献 志
村
良
治
「
唐
話
と
洒
落
本
」『
江
戸
後
期
の
比
較
文
学
研
究
』
ぺ
り
か
ん
社 
１
９
９
０
年
１
月 
鈴
木
丹
士
郎
「
近
世
語
彙
の
概
説
」
講
座
日
本
語
の
語
彙
（
５
）
佐
藤
喜
代
治
編
『
近
世
の
語
彙
』
明
治
書
院 
昭
和
５
７
年
６
月 
中
野
三
敏
校
注
『
繁
千
話
』『
洒
落
本
・
滑
稽
本
・
人
情
本
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 
小
学
館 
２
０
０
０
年
４
月 
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
第
三
巻
）
岩
波
書
店 
彦
坂 
佳
宣
「
洒
落
本
の
漢
字
」
漢
字
講
座
＝
７
佐
藤
喜
代
治
編
『
近
世
の
漢
字
と
こ
と
ば
』
明
治
書
院 
昭
和
６
２
年
１
２
月 
彦
坂 
佳
宣
「
洒
落
本
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
の
試
論
」『
立
命
館
文
学
』
第
５
０
５
号
「
松
前
健
教
授
退
職
記
念
論
集
」
立
命
館
大
学
人
文
学
会 
昭
和
６
３
年
３
月 
増
井 
典
大
「
洒
落
本
」『
日
本
語
学
』
２
３
号
「
近
代
日
本
語
研
究
」
２
０
０
４
年
９
月 
 (
ち
ょ
う 
か
い
え
ん
・
修
士
課
程
二
年)  
